

















































































a) P-軸の分布 h) T-軸の分布
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図2 三宅島・神津島・新島近海の群発地愛の P 軸およ




著 しく 乱さ れたこと を示 し ています。
観測波形を使った地震のメカニズム解
析により、詳細に調べられました。
その結果が、 図 2 、3 に示されていま
す。図 2を見ると、三宅島から神津島に
かけての領域 （領域B ) は、それ以外







積算地震モ ー メ ント解放量
図 3 全領域及び各領域 ごとのモー メ ント （蓄積され
た応力）の開放量の積算曲線を示 します。これに
よ り 、群発地震活動がどのよう に推移 していっ
たかをモニター するこ と が可能になり ます。こ
の群発地震の場合、最初は非常に活発であった



































究部 福山英一 ） ゜
